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１．要 旨 

ランドセル来館事業は、学童保育所の入所が保留となった児童への対策として、平成２０

年度から各児童館で実施しているが、現在は東大和市立第二及び第四小学校内においても実

施しており、更に、学童保育所へ入所を希望しない児童も利用していること、利用者が増加

傾向にあること等から安全対策の強化が課題となっている。また、当該事業を実施している

施設に近接する学童保育所を中心に、定員に空きが生じている。 

以上のことから、限られた職員のリソースを児童の安全管理へ振り向けるため、当該事業

の対象者を学童保育所の入所が保留となった児童のみに限定した上で、実施施設を児童館の

みとし、合わせてオンラインによる利用の申請が可能となるよう、新たに実施要綱を制定す

るものである。 
 

（１）主な制定内容 

ア 学童保育所の入所が保留となった児童に対象を限定する。 

イ 従来の紙媒体による申請に加え、電子システムによるオンライン申請を可能とする。 

（２）施行日 

   令和９年４月１日 

ただし、当該事業の利用承認等に関する規定は、施行日前から対応できるよう規定。 

（３）影響及び効果 

ア 当該事業における安全対策の強化が図れる。 

イ 電子システムによるオンライン申請を可能とすることで、利便性の向上が図ることが

できる。 

 ２．経 過（現時点に至るまでの経過） 

令和８年７月２４日開催の令和８年第７回教育委員会定例会において報告済み。 

 ３．留意事項（問題点等） 

 当該事業においては、児童の来館及び降館に係る管理を、引き続き実施する。 

また、これまでランドセル来館事業を利用してきた、学童保育所へ入所を希望しない児童について

は、居場所となるスキームを創設し、児童館における「直接来館事業」として実施する。 

 ４．主管部処理案（検討結果等） 

庁議報告後、関連事務を速やかに進めたい。 

 ５．審議結果 

 了承 

  


